
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 日本大学「江戸前ちば海苔プロジェクト（小田原班）」 神奈川県藤沢市
ふ じ さ わ し

 

 

伝 統 産 業 の 継 承 と 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 

活動の経緯 
 
 平成29年度に、海苔の認知度向上と消費拡大に向け新たな活動として、「江
戸前ちば海苔Ｐ」を発足。令和２年度からは、小田原市の（株）報徳会館から
連携要請を受け、海苔の販促活動や互産互消をテーマとした商品・メニュー開
発に加え、複合施設内の地域食堂を拠点とした交流活動を開始。 

夏祭り販促活動 

活動の概要 
 

大学生が多様な主体と２つの地域を繋ぎ、伝統産業の持続的発展とコミュニ
ティづくりに貢献。 

活動の成果、主な実績等 
 
○これまでの販促場所（表参道）に加え、令和２年度からは、「杜カフェ」、
３年度からは「箱根口ガレージ」と小田原市内、4年度からは「木場公園」
での販売を開始。また、海苔の新たな販路として、OGが務める「豊洲市場ド
ットコム」で特設サイトを開設するなど、販売網を拡大。 
○２年度に、地域食堂でのサービスに関するニーズの調査及び分析を実施。
また、ちば海苔を使ったメニュー全11種を、連携する飲食店に提案。これを
きっかけに、３年度には小田原の特産品とコラボした新商品を開発。 
○地域事業者との連携で、和食レストランにおいて海苔料理イベントを企
画・運営。また、３年度からは、海苔による食育と地域コミュニティづくり
を目指し、地域食堂の企画・運営を支援。 

地域食堂の運営 


